
2019年
理科実験グループ 活動報告



理科実験グループ活動実績 2019年12月確定

累積実験回数1,000回突破 累積10802019年 182回
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期間別 理科実験グループの活動状況

Øイベント実施回数

2018/1～2018/12月 172回

2018/4～2019/3月 167回

2018/9～2019/8月 182回

2019/1～2019/12月 182回

2019/4～2020/3月 180回 （予定）



2015-2019 月別実施回数
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2019年 種目別実施回数
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種別実施回数の推移
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2019年の活動状況

• 1⽉ 2019年の課題決定
• 2019年パンフレット完成
• 2⽉ アクションプラン策定
• （意⾒交換会開催4/1&11、サイエンスフェスティバルin清瀬）
• イベントコード改訂
•３⽉ アンケート調査実施案検討開始
•４⽉ 意⾒交換会実施
• ゆめ基⾦、中⾕医⼯助成⾦不採択
•５⽉ アンケート調査最終版承認、調査開始（６か⽉間）
• イベント出席票改訂・計画書とリンク
• イベントガイドライン最終版



2019年の活動状況

•５⽉ テーマ関連情報の⼀元化
• タンザニア会検討開始＆川崎寺⼦屋制度に参加
•６⽉ 意⾒交換会後の「タスクとリーダー」決定
• サイエンスフェスティバルin清瀬実施（6/29）
•７⽉ ⽂書管理要領改訂（⽂書機密保持レベルの明確化）
• 8/17 ⽯神井図書館で、理科実験1000回に到達
• 8/27 理科実験G⽀払い基準の改定
• 9/7 DF事務所移転 ７F⇒６F
• 9⽉末 ゆめ基⾦イベント本年度申請分 ⾒送りを決定
• 10⽉ タンザニア理科実験は、JICAからの資⾦がつかず⾒送り



2019年の活動状況

• 10⽉ ⼩学⽣プログラミング教育必須化について情報紹介
• 11⽉ 平井リーダーのもと、有志にてプログラミングテーマ研究会
• を11/21⽴ち上げ、情報の収集と検討を開始
• 2020年に理科実験10周年⾏事の検討を開始
• 12⽉ 意⾒交換会後のタスクに関する調査成果報告
• （ODにアップ）に基づくき、３⽉まで今後の課題を継続検討
• プログラミングテーマ研究会は、外部と連携し検討する

•以上



2020年の主な予定

Ø意⾒交換会後のタスクの検討を3⽉末まで継続し、理科実験の
課題を決定する。
üイベント実施回数は、１８０回 を想定し、超えない⽅策を検討
ü外部（学校、常設館等）との連携を模索
ü助成⾦のさらなる取得に努める
üプログラミングテーマ研究会

Ø10周年記念⾏事の実施
ü4⽉25⽇を想定して、詳細検討中


